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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 11,520 12.3 4,194 41.8 2,985 47.4 

29年３月期第１四半期 10,255 15.3 2,958 △12.9 2,025 △2.9 
 
（注）包括利益 30年３月期第１四半期 3,927 百万円 （－％）   29年３月期第１四半期 △2,498 百万円 （－％） 

 

  １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 44.63 - 

29年３月期第１四半期 30.28 - 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年３月期第１四半期 1,334,462 101,255 7.3 1,447.05 

29年３月期 1,349,230 97,797 6.9 1,396.99 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 96,764 百万円   29年３月期 93,416 百万円 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しておりま

す。なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年３月期 - 7.00 - 7.00 14.00 
30年３月期 -         
30年３月期（予想）   7.00 - 7.00 14.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 
 
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 4,000 △28.5 2,700 △34.9 40.37 

通期 6,900 △6.4 4,600 △17.3 68.79 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  -社  （社名）-、除外  -社  （社名）- 
 
（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 
 
（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 67,309,700 株 29年３月期 67,309,700 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 439,733 株 29年３月期 439,726 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 66,869,968 株 29年３月期１Ｑ 66,870,421 株 

 
 
 
※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は

様々な要因により、大きく異なる可能性があります。実際の業績等に影響を与える可能性のある重要な要因には、国

内外の経済情勢、株式市場等の状況変化等がありますが、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではあ

りません。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期の連結経営成績につきましては、経常収益は株式等売却益の増加により、前年同期比12億65百万円

増加し115億20百万円となりました。

 一方、経常費用は株式等売却損の増加により、前年同期比28百万円増加し73億26百万円となりました。

 以上の結果、経常利益は前年同期比12億36百万円増加し41億94百万円となりました。また、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は前年同期比９億59百万円増加し29億85百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期の連結財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末比147億円減少し１兆3,344億円となり

ました。貸出金は前連結会計年度末比86億円減少し8,117億円、有価証券は前連結会計年度末比139億円減少し

4,343億円、預金等（譲渡性預金を含む）は前連結会計年度末比180億円増加し１兆1,892億円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年3月期の連結業績予想について、平成29年5月9日に公表の数値から変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

現金預け金 53,225 58,036 

商品有価証券 196 148 

金銭の信託 700 700 

有価証券 448,324 434,375 

貸出金 820,355 811,737 

外国為替 1,656 1,092 

リース債権及びリース投資資産 7,703 7,643 

その他資産 5,334 8,831 

有形固定資産 12,666 12,458 

無形固定資産 1,150 1,169 

支払承諾見返 2,406 2,634 

貸倒引当金 △4,488 △4,363 

資産の部合計 1,349,230 1,334,462 

負債の部    

預金 1,124,489 1,150,237 

譲渡性預金 46,672 39,000 

コールマネー及び売渡手形 45,000 5,000 

借用金 22,123 21,735 

外国為替 0 - 

その他負債 4,796 7,960 

役員賞与引当金 22 5 

退職給付に係る負債 2,945 3,258 

睡眠預金払戻損失引当金 121 118 

偶発損失引当金 78 75 

繰延税金負債 1,933 2,340 

再評価に係る繰延税金負債 843 841 

支払承諾 2,406 2,634 

負債の部合計 1,251,432 1,233,207 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

純資産の部    

資本金 10,182 10,182 

資本剰余金 6,076 6,076 

利益剰余金 67,068 69,590 

自己株式 △308 △308 

株主資本合計 83,019 85,541 

その他有価証券評価差額金 8,792 9,869 

土地再評価差額金 1,606 1,601 

退職給付に係る調整累計額 △2 △248 

その他の包括利益累計額合計 10,397 11,222 

非支配株主持分 4,380 4,490 

純資産の部合計 97,797 101,255 

負債及び純資産の部合計 1,349,230 1,334,462 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

経常収益 10,255 11,520 

資金運用収益 5,426 4,747 

（うち貸出金利息） 2,569 2,381 

（うち有価証券利息配当金） 2,848 2,357 

役務取引等収益 572 489 

その他業務収益 3,327 3,540 

その他経常収益 929 2,743 

経常費用 7,297 7,326 

資金調達費用 260 211 

（うち預金利息） 245 206 

役務取引等費用 298 301 

その他業務費用 2,370 1,050 

営業経費 3,403 3,402 

その他経常費用 963 2,359 

経常利益 2,958 4,194 

特別利益 - 3 

固定資産処分益 - 3 

特別損失 63 2 

固定資産処分損 0 2 

減損損失 63 - 

税金等調整前四半期純利益 2,894 4,195 

法人税、住民税及び事業税 857 1,147 

法人税等調整額 △32 14 

法人税等合計 825 1,162 

四半期純利益 2,069 3,033 

非支配株主に帰属する四半期純利益 44 48 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,025 2,985 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 2,069 3,033 

その他の包括利益 △4,568 893 

その他有価証券評価差額金 △4,578 1,139 

退職給付に係る調整額 9 △245 

四半期包括利益 △2,498 3,927 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,516 3,815 

非支配株主に係る四半期包括利益 17 111 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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３．補足資料

1.平成30年3月期第1四半期損益概況(単体)

  

（単位：百万円）

7,031 810 6,221

4,495 △ 645 5,140

180 △ 88 268

2,355 1,543 812

(2,329) (1,592) (737)
（△） 3,297 △ 4 3,301
（△） 1,498 △ 17 1,515
（△） 1,553 36 1,517
（△） 244 △ 24 268
（△） - 81 △ 81

3,734 733 3,001

1,404 △ 778 2,182

357 492 △ 135

273 255 18
（△） △ 7 △ 118 111

25 18 7

4,092 1,227 2,865 3,900
2 65 △ 63

4,094 1,293 2,801
（△） 1,123 296 827
（△） 7 37 △ 30

2,963 958 2,005 2,600

※ △ 142 △ 164 22

（注）１．コア業務純益=業務純益－国債等債券関係損益＋一般貸倒引当金繰入額

２．平成30年3月期第2四半期累計期間業績予想は、平成29年5月9日に公表した予想値であります。

109 109 -
（ 貸 出 金 関 係 ）

平成30年3月期第1四半期決算説明資料

臨 時 損 益

株 式 等 損 益

業 務 純 益

そ の 他 業 務 利 益

物 件 費

コ ア 業 務 純 益 （ 注 １ ）

前年同期比

人 件 費

（うち国債等債券関係損益）

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

平成30年3月期
第1四半期
（3ｶ月間)

与信関係費用(①＋②－③－④)

特 別 損 益

うち

四 半 期 純 利 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

経 常 利 益

償却債権取立益③

平成30年3月期
第2四半期累計
期間業績予想

(６ｶ月間)(注2)

平成29年3月期
第1四半期
（3ｶ月間)

税 金

うち 貸倒引当金戻入益④

経 費

うち 不良債権処理額②

うち

 業務粗利益は、その他業務利益の増加により前年同期比8億10百万円増加し70
億31百万円となりました。そのほか臨時損益で株式等売却益の増加等があり、
経常利益は前年同期比12億27百万円増加し40億92百万円となり、四半期純利益
は同じく9億58百万円増加し29億63百万円となりました。
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２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体）

     

（単位：百万円） （参考）

2,723 2,577
4,697 4,915
2,391 2,393
9,811 9,885

1.18% 1.18%

３．自己資本比率(国内基準)

 
    

平成29年6月末 （単位：％、百万円） (参考）平成29年3月末

連結 単体
（１） 自 己 資 本 比 率 （ ４ ） ／ （ ５ ） 13.01 12.07
（２） コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目 90,014 82,683
（３） コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目 701 671
（４） 自 己 資 本   計（２）－（３） 89,313 82,012
（５） リ ス ク ア セ ッ ト 686,409 679,097

平成29年3月末

87,195
690

2,453
12,169

1.49%

平成28年6月末

3,950
5,764

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危 険 債 権

平成29年6月末

12.54

連結

要 管 理 債 権

合 計

△ 1,067
△ 62

84,962 86,505

650

△ 1,227
前年同期末比

676,475

△ 2,358

△ 0.31%

単体
12.55

(注）１．計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第4条に規定する
各債権のカテゴリーにより分類しております。

     ２．同計数は、当行の定める「自己査定基準」に基づき、各時点で実施した資産査定結果
による債務者区分を基にしております。

総与信に占める開示債権額の割合

689,649

85,612

　金融再生法ベ－スの開示債権は、前年同期末比で23億58百万円減少し98億11百万円となり
ました。

　平成29年6月末の自己資本比率（国内基準）は、連結で13.01%、単体で12.55%とな
り、いずれも高水準を維持しております。
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11818 18,677 505 623

（参考）

18,395 1,058

含み損益含み損益含み損益

19,558 553 618 85

(注)　「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、四半期末の帳簿価額と時価との差額を

平成29年3月末

帳　簿
価　額

うち益うち損 うち益 うち損 うち損

（参考）（単位:百万円）

 計上しております。

 なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下の通りであります。

うち益

帳　簿
価　額

帳　簿
価　額

平成29年6月末 平成28年6月末

1,077満期保有目的の債券

時価 時価 時価

平成29年6月末 平成28年6月末 平成29年3月末

評価差額 評価差額 評価差額

うち益うち損うち益うち損 うち益 うち損

1,275

6,6503,285△ 3,365

5,591 6,867

12,113 21,522 9,409

1,4829,888 11,3704,508

37

4,421

417,029

77,340

173,054

166,633

16,557

463

30,284

8,804

16,594

4,885

942

4,633

414,088

66,658

194,695

152,734

3,501

△ 1,711

20,461

13,095

4,444

2,921

株　  式

債　  券

そ の 他

402,286

71,721

160,895

169,669

（単位:百万円）

４．時価のある有価証券の評価差額（単体）

13,623

11,832

6,838

1,262

21,317

4,296

8,967その他有価証券

　時価のあるその他有価証券の評価差額は、前年同期末比76億94百万円減少し、136億23百万円の
評価益となりました。
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５．預金･貸出金の残高等

   

（１）主要勘定末残高及び増減状況 〔単 体〕  （単位：百万円）

預 金

譲 渡 性 預 金

（２）消費者ローン残高 〔単 体〕  （単位：百万円）

①住宅ローン残高

②その他ローン残高

（３）個人預り資産の残高

〔単 体〕  （単位：百万円）

う ち 公 共 債

う ち 投 資 信 託

う ち 年 金 保 険

5,453

平 成 29 年 6 月 末 平 成 28 年 6 月 末

前 年 同 期 末 比

177,526

34,305
60,831 4,399 56,432 60,330

33,623 294 33,329

2,168 97,740 100,304
△ 2,525 7,978 5,668

807,864

平 成 28 年 6 月 末

平成29年3月末前 年 同 期 末 比

562 18,493

196,019

19,145

37,598

434,503

（参考）

平成29年3月末

1,124,818

46,672

831,559
437,725

1,171,490

平 成 28 年 6 月 末

33,030

1,119,03431,628

1,156,632

前 年 同 期 末 比

1,150,662

1,189,662

15,049

1,402

有 価 証 券 423,862

貸 出 金

平 成 29 年 6 月 末

39,000

822,913

預 金 等

平 成 29 年 6 月 末

個 人 預 り 資 産 残 高 99,908

消 費 者 ロ ー ン 残 高 199,082

19,055

△ 10,641

180,026 2,500

3,063

（参考）

（参考）

平成29年3月末

199,513

180,368

　預金等(譲渡性預金含む)残高は、営業基盤の拡充に努めました結果、前年同期末比330億30百万
円増加し1兆1,896億62百万円となりました。
　貸出金は、お客さまのお借入のニーズに積極的にお応えして参りました結果、前年同期末比
150億49百万円増加し8,229億13百万円となりました。
　また、有価証券は有効運用資産の拡大を目指しておりますが、当四半期末は投資利益確保を目
的とする銘柄の入れ替えに際して売りが先行したため一時的に減少し、前年同期末を106億41百万
円下回る4,238億62百万円となりました。

　個人預り資産残高は、前年同期末比21億68百万円増加し999億8百万円となりました。
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